
施策名 課題等 主な取組 総合評価

①企業誘致の推
進・集積の促
進

・自立型経済構造への転換を図る
ことが必要
・苫小牧東部地域では公的プロジ
ェクトの具体化に向けて協議す
ることが必要
・石狩湾新港地域では引き続き企
業誘致を推進と、エネルギー関
連など地域プロジェクトを推進

○産業振興条例に基づく助成により
企業立地を促進
◯食関連分野の企業誘致活動を推進
○サテライトオフィスの誘致
ほか９の取組

概ね順調

に展開

②健康長寿・
医療関係産
業の創造

・大学等の研究シーズや首都圏と
の同時被災リスクの低さといっ
た本道の持つポテンシャルを十
分に活かした立地促進が必要

○研究シーズ集の作成・配布
○産業振興条例に基づく助成により
企業立地を促進

効果的な

取組を検

討し引き

続き推進

③工業用水の安
定供給による
企業立地環境
の整備

・石狩湾新港地域工業用水道など
の３地区で営業
・石狩湾新港地域を重点とした需
要の拡大

○給水区域内の遊休地所有者や配水
管沿線土地取得者等に対する営業
○「工業用水道カード」の作成・配
布
ほか９つの取組

概ね順調

に展開

本道の立地優位性を
活かした企業誘致の

推進

②健康長寿・医療関
係産業の創造
（経済部）

①企業誘致の推進・
集積の促進
（経済部）

③工業用水の安定供
給による企業立地環

境の整備
（企業局）

大学等の研究シーズ等
を活かした企業誘致

工業用水の安
定供給による
企業立地環境
の整備

地域資源を活
かした提案型
の企業誘致

【政策の方向性と施策の関係】

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】

2 分 野：経済・産業

(2)  政 策 の 柱：本道の優位性を活かした力強い地域産業の創造

C    政策の方向性：本道の立地優位性を活かした企業誘致の推進

企業立地件数 (施策①②③) 契約率（室蘭地区工業用水道）（施策③）

様々なPR等を
実施し、平成
30年度の契約
率は93.7%と
なった

平成２１年度
を底に、回復
傾向が堅調に
推移

【関連指標】

水需要・企業
誘致の現状は
厳しい状況に
あり、未達成

契約率（石狩湾新港地域工業用水道）（施策③）

様々なPR等を
実施し、平成
30年度の契約
率は72.6%と
なった

契約率（苫小牧地区工業用水道）（施策③）

【総合計画の指標】

(件数) (％)

(％)(％)

100 102
78 78 78

0

50

100

150

h29 h30 r1

実績値 目標値

93.7 93.7

93.7 93.7 93.7

0

50

100

H29 H30 R1

実績値 目標値

72.7 72.6

72.7 72.7 72.7

70

71

72

73

74

H29 H30 R1

実績値 目標値

24.6 27.1

28.3
33.3 37.2

0

20

40

H29 H30 R1

実績値 目標値

【関連指標】

【関連指標】

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0511PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0509PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/1002PDC.pdf

